
 

平成 29 年度 第１回岩手県大規模事業評価専門委員会 

 

日 時 平成 29 年６月 19 日（月）13:30～16：00 

場 所 岩手県庁 12 階 特別会議室 

 

 

次     第 

 

 

１ 開  会 

 

２ 挨  拶 

  佐々木専門委員長 

 

３ 議  事 

（１）平成 29 年度専門委員会の開催スケジュール等について 

（２）大規模公共事業の再評価について 

  ・閉伊川 総合流域防災事業＜諮問審議＞ 

・宮古西道路 地域連携道路整備事業（ネットワーク形成型）＜諮問審議＞ 

（３）その他 

  ・現地調査行程（案）について 

 

４ 閉  会 

 





平成 29年度第１回岩手県大規模事業評価専門委員会座席表 

 

日 時：平成 29年 6月 19日（月）13：30～16：00 
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録音設備 

記 

者 

席 

評価課長 

傍 

聴 

席
（
１
０
席
） 

関 係 課 

荷

物

用 

河川課 

道路建設課 

政策推進室 

荷

物

用 

受 付 

○  ○  ○   ○  ○  ○   ○  ○  ○ 

関 係 課 

○  ○  ○   ○  ○  ○   ○  ○  ○ 
政策推進室 

○  ○  ○   ○  ◯  ○   ○  ◯  ○ 

ＰＪ 

建設技術振興課 

 

道路建設課 

河川課 

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

 

傍 聴 席（１０席） 

※河川課と道路建設課は、審議案件の説明時に

席を入れ替える。 
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専門分野 備　　考

秋　山　　信　愛
税理士法人秋山会計事務所　所長
公認会計士・税理士

企業会計 今回欠席

宇佐美　 誠　史
岩手県立大学総合政策学部
講師

交通工学
国土計画

小山田　　サナヱ
のぞみ設計室
代表

建築学

加　藤　　　徹
宮城大学
名誉教授

農業土木
農村計画

河　野　　達　仁
東北大学大学院情報科学研究科
教授

費用便益分析
交通・都市計画

今回欠席

越　谷　　　信
岩手大学理工学部
教授

地質学

佐々木　　幹　夫
八戸工業大学大学院
教授

水工学

島　田　　直　明
岩手県立大学総合政策学部
准教授

植生学
環境生態学

（敬称略）

岩手県大規模事業評価専門委員会委員名簿(五十音順)

氏　　　名 職　
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平成 29 年度第１回大規模事業評価専門委員会  

配付資料一覧 

 

 

 

 

 ○資料 No.１ 平成 29 年度大規模事業評価専門委員会の開催スケジュール 

  ◯資料 No.２ 大規模事業再評価諮問書（写） 

◯資料 No.３ 閉伊川総合流域防災事業 再評価関係資料 

◯資料 No.４ 宮古西道路地域連携道路整備事業（ネットワーク形成型） 

       再評価関係資料 

○資料 No.５ 平成 29 年度大規模事業再評価地区 位置図 

◯資料 No.６ 平成 29 年度大規模事業評価専門委員会 現地調査行程（案） 
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平成 29年度大規模事業評価専門委員会の開催スケジュール（案） 

１．審議案件（予定）【６件】                               

 

① 公共関与型産業廃棄物最終処分場整備事業【環境生活部】  

（施設 事前評価・基本設計後）＜八幡平市＞ 

② みたけ学園・みたけの園整備事業【保健福祉部】 

（施設 事前評価・基本設計後）＜盛岡市・滝沢市＞ 

③ 岩手県立福岡工業高等学校改築事業【教育委員会事務局】 

  （施設 事前評価・基本設計後）＜二戸市＞ 

④ 閉伊川総合流域防災事業【県土整備部】 

（公共 再々評価）＜宮古市＞ 

⑤ 宮古西道路地域連携道路整備事業【県土整備部】 

（公共 随時再評価）＜宮古市＞ 

⑥ 岩崎川広域河川改修事業【県土整備部】 

（公共 随時再評価）＜紫波町・矢巾町＞ 
 
 

※事前評価や随時再評価の必要が生じた事業があった場合には、上記案件以外にも審議をお願いするこ

とがあります。 

２．報告案件（予定）【０件】                               

  今年度 大規模事業評価の事後評価案件はありません。 

３．年間スケジュール（予定）                              

時 期 専門委員会等の内容 

再評価/ 
随時 
再評価 
(審議) 

事前評価 

(審議) 

事後評価等 

(報告) 
備 考 

６/19（月） 第１回専門委員会（審議） ○  ― 
再評価/随時再評価諮問審議 

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄの実施 

７/18（火） 第２回専門委員会（現地調査） ◯  ― 継続審議 

８/７（月） 第３回専門委員会（審議） ○  ― 継続審議 

９/15（金） 第４回専門委員会（審議） ○  ― 再評価/随時再評価答申案の審議 

10/30（月） 第５回専門委員会（審議） ○ ○ ― 
事前評価諮問審議 

随時再評価諮問審議 

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄの実施 

11/14（火） 第６回専門委員会（現地調査） ○ ○ ― 継続審議 

12/12（火） 第７回専門委員会（審議） ○ ○ ― 継続審議 

１/15（月） 第８回専門委員会（審議） ○ ○ ― 
事前評価答申案の審議 

随時再評価答申案の審議 

２月 第９回専門委員会（審議）   ― 
 

H30年度 スケジュール等 

 
※現時点での予定であり、審議等の進捗状況に応じて、審議回数は増減する場合があります。 

資料№１ 
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大規模事業再評価諮問書(写) 

 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 No.２ 
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SS17080044
写



（別紙）

１　大規模公共事業再評価

※再評価の要件：　

① 事業に着手した年度から起算して５年度内に未着工の事業

② 事業に着手した年度から起算して１０年度内に完了が見込まれない事業

③ 再評価を行った年度の翌年度から起算して５年度又は１０年度内に完了する見込みがない事業（再々評価、再々々評価）

④

⑤ 社会経済情勢の急激な変化、事業計画の重要な変更等により、再評価を実施する必要があると判断した事業（随時再評価）

⑥ 国の補助に係る事業の評価に関して国から別に指針等が示された場合で、当該指針等に従って評価を実施する必要があると

判断した事業（随時再評価）

21,700

③

⑥2
県土整備部

道路建設課

宮古西道路地域連携道路整備事業
（ネットワーク形成型）

宮古市 H15 H30

閉伊川総合流域防災事業

事業の準備又は実施計画に係る調査に要する費用が予算に計上された年度から起算して５年度内に事業に着手する見込みがな
い事業（地域高規格道路及びダム事業に限る）

番
号

担当部名

担当課名
事　業　名

事 業 計 画

S39 H37 5,7301
県土整備部

河川課
宮古市

再評価
の要件着手

年度

完了
予定
年度

総事業費
（百万円）

市 町 村 名

大 規 模 事 業 評 価 対 象 事 業 一 覧 表
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資料 No.３ 

 

 

閉伊川 総合流域防災事業 

再評価関係資料 

 

 

 

１ 大規模公共事業 再評価の概要 

 

２ 大規模公共事業 再評価調書 等 

 

 

 

 

 

 

岩手県 県土整備部 
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大規模公共事業再評価調書の概要 

（閉伊川
へ い が わ

総合流域防災事業） 

担当部課：県土整備部河川課 

 

１ 事業概要 （河川名：二級河川閉伊川水系閉伊川、近内川、山口川 所在市町村：宮古市） 

 ○事業目的： 近内川・山口川は、断面が狭小で治水安全度が低いため、大雨のときには氾濫の恐れが

高く、平成 11年７月豪雨では、家屋や農地等の浸水被害が発生しており、本事業により断

面の拡大を図り、沿川の浸水被害を軽減することにより、安全で安心できる地域づくりに

寄与するものである。 

 ○事業内容：延長 L=6,475ｍ（閉伊川 L=1,000ｍ、近内川 L=3,700ｍ、山口川 L=1,775ｍ） 

       築堤 L=1,800ｍ、掘削 V=223,800ｍ3、護岸 A=41,200ｍ2 

 ○事業期間：昭和 39年度 ～ 平成 37年度（前回評価時：平成 37年度） 

 ○総事業費：5,730 百万円（前回評価時：5,730百万円） 

       （平成 28年度までの投資額 3,754.0百万円、進捗率 65.5％） 

 

２ 事業の進捗状況等 

 ○当事業は、閉伊川河口部より上流へ向け改修を実施し、昭和 45年度までに閉伊川工区を暫定完了した。

同年度から閉伊川支川の山口川･近内川の改修に着手している。 

 ○山口川については、平成２年度まで河川改修を行い、橋梁を含む未改修区間約 400ｍを除いて、改修

済みである。 

 ○近内川については、上流域に土地区画整理事業を実施中であり、河川用地の確保や残土の流用など連

携をとりながら事業を進めている。現在、閉伊川合流部から約3.2km の位置まで改修が進んでおり、

平成 11年豪雨の際も、改修済み区間においては安全に洪水を流下することができた。 

 ○当面、流下能力が低く近年浸水被害に見舞われている近内川上流部の整備を急ぎ、その完成後に山口

川の流下能力が不足している区間に着手することとしている。 

 

３ 社会経済情勢等の変化 

 ○近内川については、平成 11 年に上流の未改修区間で溢水氾濫により浸水被害が発生したことから、地

元から事業促進について強い要望がある。さらに、近内川沿川は区画整理事業や小規模開発による宅

地化が進んでおり、河川と一体となって整備を進める必要がある。 

 ○さらに、東日本大震災以降、安全な津波浸水区域外に宅地を求める市民が増加しており、近内川沿川

の区画整理事業においても、宅地の需要が増加しており、当事業を着実に推進し、安全で安心な地域

づくりを進めることが必要である。 

 ○ソフト対策として、県では洪水浸水想定区域を公表しており、市では洪水ハザードマップを公表して

いる。 

４ コスト縮減対策及び代替案 

 ○河川改修により発生する掘削土砂を、付近の土地区画整理事業等に有効利用することにより残土処理

費を低減し、コストの縮減を図っている。 

 ○遊水地やダム建設、放水路等との組み合わせによる手法が考えられるが、流域の地形、土地利用状況、

社会的・自然的影響を総合的に勘案し、河川改修による治水対策が妥当と判断した。 

 

５ 総合評価 

 ○近内川沿川では、近年、土地区画整理事業などにより市街化が進んでいること、また、上流部の河道

の流下能力が低く、近年においても家屋や農地等への浸水被害が生じていることから、河川改修によ

り浸水被害の軽減を図る必要がある。 

 ○山口川では、宮古市街地において断面が狭小な区間があることから、橋梁部の架け替えなどを進めて

いく必要がある。 

 ○「事業の進捗状況等」や「社会経済情勢等の変化」に関して大きな変化がないことから、総合評価を

「事業継続」とする。 
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様式５

〔事業根拠法令等：　河川法第10条　　　〕

(1) 事業目的

(2) 事業内容

(3) 整備目標等

投資事業費

Ｂ　　 Ｃ Ｄ

(1) 事業の進捗状況

 ア 整備効果の発現状況

 イ 未着工及び工事遅延等の理由並びに解決の見通し

中項目評価 ａ . ｂ . ｃ

(2) 事業計画の変更の有無及び内容

中項目評価 ａ . ｂ . ｃ

大規模公共事業　再評価調書

　前回評価時と事業計画変更なし。

県

改修済み区間においては安全に洪水を流下させることができ、改修済み区間においては浸水被害は特に発生しな

当面、流下能力が低く平成11年豪雨により浸水被害に見舞われている近内川上流部の整備を急ぎ、その完成後

(0.0) (0.0) 1,877.0

かった。

(748.0)

治水安全度：[閉伊川]1/100、　[近内川、山口川]1/ 50　　　　[治水基準点：宮古市千徳]

評　価

H29年

当事業は、閉伊川河口部より上流に向けて改修を実施している。昭和45年度までに閉伊川工区を完了し、同年

65.5

　
50.0 3,754.0

Ｅ＝B+C+D

今回評価時
総事業費
(H29年)

Ａ

事
　
業
　
概
　
要

(310.0)

980.0
　

（うち用地費）

(748.0)

事業
着手

度から閉伊川支川の山口川･近内川の改修に着手している。

近内川については、上流部で土地区画整理事業が実施中であり、河川用地の確保や残土の流用など連携をとり

ながら事業を進めている。現在、閉伊川合流部から約3.2kmの位置まで改修が進んでおり、平成11年豪雨の際も、

事業
計画
期間

S39

H37

H28年

事 業 費 の 状 況

S39年度

5,730.0

○解決すべき課題
・沿川には、三陸沿岸の拠点である宮古市街地が広がっているほか、国道45号、106号、JR山田線及び
三陸鉄道など交通網が密集する沿岸地域の要衝となっている。
・閉伊川の支川近内川沿川では、近年、近内地区土地区画整理事業等の宅地開発が行われている。
・本流域は、昭和22年、23年のカスリン、アイオン両台風によりいたる箇所で大きな被害を受けたほ
か、近年でも平成11年７月の豪雨により近内地区において家屋や農地等の浸水被害が発生している。
・以上のことから、閉伊川本川およびその支川である山口川・近内川の築堤や断面拡大を図り、沿川
の浸水被害を軽減して、安全で安心のできる地域づくりに寄与するものである。
○整備により得られる効果
・河川改修を行うことにより、50年に１度の確率による降雨で発生すると考えられる洪水被害の軽減
を図ることができる。

県土整備部河川課

宮古市

事
　
業
　
の
　
進
　
捗
　
状
　
況
　
等

(696.6)

※中項目評価が「a」、「a」であることから、大項目評価は「AA」とした。

(696.6)

事
業
費

3,704.0

当初計画
総事業費
(S39年)

（うち用地費）

　　
H27年

S39年～

事業名 担当部課名

地区名 市町村二級河川閉伊川水系閉伊川 －

総合流域防災事業（河川） 補助・単独

　
0.0

平成29年５月12日作成

（当初全体計画期間)

延長　L=6,475ｍ（閉伊川L=1,000ｍ、近内川L=3,700ｍ、山口川L=1,775ｍ）

築堤　L=1,800ｍ、　掘削　V=223,800ｍ3、　護岸　A=41,200ｍ2

S43年度

路線名等

国庫

Ｆ＝E/A

1877

財　　源

　工事遅延等なし。

山口川については、平成２年度まで河川改修を行い、橋梁を含む未改修区間約400ｍを除いて改修済みである。

工事
着手

～

今回評価時全体計画期間

前回評価時全体計画期間
用地
着手

S42年度(H37)

(H35)

　※中項目評価は、事業の進捗が順調であり、計画どおり確実な竣工が見込まれることから「a」とした。

に山口川の流下能力が不足している区間に着手することとしている。

進捗率

〔百万円〕

ＡＡ ・ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

前回評価時
総事業費
(H24年)

（うち用地費）

　
5,730.0

※中項目評価は、事業計画に変更ないことから「ａ」とした。

へいがわ 
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(1) 事業に関する社会経済情勢

 ア 全国の状況
　

 イ 本県内の状況

 ウ 施工地域における状況

　

 中項目評価 ａ . ｂ . ｃ

(2) 事業に関する評価指標の推移

　

　

　 　 　 　 　

(0百万円)

(107,438百万円)

0

0
(あり)

5

5 5

5

0

0

15

0

0

0

増　減
(B)-(A)

5

15

(あり) (あり)

備　考

S39

5

5

15

防護人口 5

※１
(114,462百万円)

0

　
必
要
性

想定氾濫被害額

公共施設・弱者施設
5

輸送施設 5

5

5

(72,022百万円)

15

(8.4千人)

5

(6.2千人) (6.2千人)
0

国道106号、JR山田線、
三陸鉄道北リアス線(あり) (あり)

山口小学校
5

5

(あり)

5

(あり)

5

(あり)

5重
要
性

総合計画上の
位置付け

5
5

(あり)

緊
急
性

過去10年間の
水害被害実積

5
3

(207百万円)

過去10年間の
被災回数

3
3

(3回)

他事業関連の有無

(0百万円)

0

(0回)

0

(あり)

5
5 5

(0回)

5

(あり)
区画整理事業
道路改良事業(あり) (あり)

流下能力比 2
2 22

(50％未満)(50％未満) (50％未満)

(あり) (あり)

5

※２
(60.8) (52.5)

効
率
性

費用便益比（B/C） 40

熟
度

地元の要望 5

40 40
0

40

(61.7)

(今回評価時/前回評価時)
9292

100%

※１　想定氾濫被害額が増加した理由：浸水氾濫区域内の家屋評価額の増による。
※２　B/Cが減少した理由：主に基準年の変更に伴う現在価値化後の建設費の増による。

(なし)
地元の協力 5

0

　

社
　
会
　
経
　
済
　
情
　
勢
　
等
　
の
　
変
　
化

0

0

0

・平成23年３月11日の東日本大震災による津波や、平成27年９月の関東・東北豪雨、平成28年8月の岩手県岩泉町
などを襲った台風10号に見られるように、自然災害により尊い人命や家屋等の財産が甚大な被害を受けている。
このようなことから、着実にハード整備を進めるとともに、水位情報の周知やハザードマップの作成等、ソフト
対策の充実などにより、流域住民の水防災意識の構築に努めている。

・平成23年3月11日の東日本大震災による津波により、沿岸域で６千名弱の死者・行方不明者など、甚大な被害を
被っている。また、平成28年8月の小本川(岩泉町)などの洪水や、平成25年７月の砂鉄川（一関市）、８月の岩崎
川（矢巾町）及び雫石川（雫石町）、９月の松川（盛岡市）及び馬淵川（二戸市）等の洪水など、各地で大規模
な浸水被害が各地で発生していることから、河川・海岸など防災事業に対する関心度が依然として高まってお
り、効果的な事業の進捗に努める必要がある。
・県では、近年洪水被害が発生した河川等について重点的な整備を進めている。当面の整備目標は、過去の被災
流量相当の洪水による家屋被害を軽減することとし、段階的整備により治水安全度の向上を図ることとしてい
る。
・ハード対策とともにソフト対策として、住民の迅速かつ円滑な避難を促進し尊い人命を守るため、水位計や監
視カメラの設置、ホームページや携帯電話による洪水情報の提供、水位周知河川の指定、浸水想定区域図の作
成、市町村のハザードマップの作成支援を行っている。

(B)

H29

前回評価時評点

H24

(A)

※中項目評価は、全国または本県において、河川改修事業のあり方についての議論や見直しの検討はないことか
ら「a」とした。

評価指標 配点

・宮古市を貫流している閉伊川、その支川の山口川・近内川が氾濫すると市中心部の住宅地・商業地等に浸水被
害を及ぼすため、地元からも早期完成を望まれている。さらに、東日本大震災津波以降、安全な津波浸水区域外
に宅地を求める市民が増加しており、近内川沿川の区画整理事業においても、宅地の需要が増加しており、当事
業を着実に推進し、安全で安心な地域づくりを進めることが必要である。
・県では、洪水に対する意識を高めていくため、平成17年度に浸水想定区域図を作成・公表しており、平成20年
度には「宮古市総合防災マップ」として、閉伊川を含む市街域においては100年に1回程度の大雨により河川が氾
濫した場合のハザードマップを作成・公表している。

事業着手時評点 今回評価時評点

計 100 93

0
(あり)(あり)

0
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 〇 費用便益分析

費用便益分析手法:治水経済調査マニュアル(案)平成17年4月　国土交通省河川局 (単位：百万円)

①建設費

②維持管理費

③総費用 (C)　①＋②

④被害軽減の便益

⑤残存価値

⑥総便益 (B)　④＋⑤

費 用 便 益 比 (B/C)　⑥／③

 〇 関連する開発プロジェクト等の状況

中項目評価 ａ . ｂ . ｃ

 ア 動植物、地形・地質、歴史文化、景観等の状況及び岩手県自然環境保全指針による保全区分

・岩手県自然環境保全指針による保全区分 D

・希少野生動植物生息の有無

・埋蔵文化財包蔵地の有無 　

・その他特記事項

 イ 環境配慮事項及び環境等への配慮に要する事業費

・振興局公共事業等に係る希少野生動植物調査検討委員会への付議状況

　

　

中項目評価 ａ . ｂ . ｃ

※２

※中項目評価は、自然環境保全指針の「優れた自然」の保全区分毎の保全方向に沿った対応をしていることから

　「ｂ」とした。

※中項目評価が、「ａ」、「ａ」、「ｂ」であることから大項目評価は「Ａ」とした。

1,179,800

18

　

1,179,818

52.5

1,039,297

備考

　

22,491

今回評価時

（基準年：平成28年度）

※１

区　　　分

　

1,039,315

61.7

≪その他の環境配慮に要する事業費等≫

　・護岸工、緩傾斜落差工整備　Ｃ＝約349百万円

4

20,906

1,584

60.8

16,694

161

　

16,855

18

26,291

※１　「建設費」の増は現在価値化による。（全体事業費の増分はない。）
※２　「維持管理費」増は河道掘削や立ち木伐採などの計画的な維持管理費を見込んだことによる。
※３　「被害軽減の便益」の増は家屋評価額の増による。

費
用
項
目

便
益
項
目

384

49

　

432

　

26,295

ＡＡ ・ Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ

・長根岩船線道路改良事業（平成13年度～平成30年度 L=1,400m）

評　価

①主な助言内容

　　植生：在来種による緑化を図ること。

　　魚類：生息空間の確保に努めること。

②主な対応状況

(3)　自然環境等の状況及び環境配慮事項

あり

※中項目評価は、各評価指標の評点が前回評価時の90％以上であるため「ａ」とした。

 事業着手時

（基準年：昭和39年度）

前回評価時

（基準年：平成23年度）

・近内地区土地区画整理事業（平成元年度～平成34年度 A=32.9ha）　進捗率約90％（H29年度）

　区画整理事業と連携し、河川用地の多くは換地により確保している。

・植生については、在来種の植生可能な護岸ブロックにより施工するとともに、ブロック中詰土及び覆土に現場
発生土を利用し、植生の効果が徐々に現れている。

・魚類については、澪筋
みおすじ

に変化をつけるなどの工夫をしている。

岩手県教育委員会との協議及び現地調査を実施しながら事業を進めている。

付議している

※３

あり
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(1) コスト縮減対策の実施状況及び今後の可能性

(2) 代替案立案の可能性

(1) 総合評価

（事業名)　総合流域防災事業（河川）　閉伊川

〇総合評価に係るコメント

　

(2) 要検討、中止の場合の対応

※評価対象事業の位置図、計画平面図、標準横断図等を添付のこと。

中　止
要 検 討

コ
ス
ト
縮
減
対
策
及
び
代
替
案
立
案
の
可
能
性

総
合
評
価

・

　から、大項目の評価は「AA」及び「Ａ」であることから、総合評価を「事業継続」とした。

・なお、評価基準年以降の総費用、総便益により算出したＢ/Ｃ（残事業Ｂ/Ｃ）は75.8となる。

近内川は、災害復旧などにより部分的に護岸が整備されていたものの、河道の流下能力が低く、大雨の際

事業継続

ｂ

事業費
(百万円)

投資
事業費
(百万円)

5,730.0 3,754.0 65.5

（事業継続、見直し継続、休止、中止）

・河道掘削によって発生した残土については、付近の近内地区土地区画整理事業との事業調整を図り、盛土
などへ活用することにより運搬費を軽減するなどのコスト縮減を図っている。
・川底の洗掘を防止するための工法を見直したことにより、コスト縮減を図る。

　C=44百万円（残土削減による縮減額　約30百万円、落差工見直しによる縮減額　約14百万円）

①代替案として考えられる他の事業手法・工法の比較検討結果
　遊水地・ダム建設、放水路等との組み合わせによる手法が考えられるが、流域の地形、土地利用状況、社
会的・自然的影響を総合的に勘案し、河川改修による治水対策が妥当と判断した。

②今後における代替案立案の可能性
　現時点で予想される技術革新や社会情勢の大きな変化はないことから、代替案立案の可能性はない。

評点社会経済 評価指数

着手
年度

進捗率
(％) 進捗状況

・
総合評価

(対応方針案)

B/C計画変更

AA

(2)社会経済情勢 参　考(1)事業進捗状況

ａ ａａ

については、「事業に関する社会経済情勢」、「評価指標」、「自然環境等の状況」に大きな変化がないこと

ａ 52.5A 92H37

自然環境

S39

　家屋や農地等の浸水被害が発生していた。

完了予
定年度

このような状況下で、近年沿川において区画整理により市街化が進んでいることから、近内川の上流部の

　改修を進め、浸水被害の軽減を図る必要がある。

また、山口川においても宮古市街地において断面が狭小な区間があることから、橋梁部の架け替えなどを進

　める必要がある。

・「事業の進捗状況等」については、「工事の遅延」や「事業計画の変更」がないこと、「社会経済情勢等の変化」
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様式５

１　現在までの事業の経緯等

２　事業を取り巻く社会経済情勢等の変化の具体的説明

(要望の状況)　※期日は近年のものを記載している。

３　住民意見の状況とこれに対する対応

１．最近、ちょっと雨が降ってもかなり水量が増えているような気がする。工事もかなり進んでいるようだが、（近
内川の河川改修が）あと何年かかるのか教えていただきたい。

県土整備部河川課

大規模公共事業　再評価調書　（付表）

事業名 総合流域防災事業（河川） 補助・単独 担当部課名

路線名等 地区名 － 市町村二級河川閉伊川水系閉伊川

平成19年度　二級河川近内川筋河川改修工事説明会

　・平成11年7月12日～14日　建物被災41棟(内床下浸水23棟)、農地被災3.4ha、浸水面積12ha

近年の社会経済情勢から、治水対策事業予算は国、県とも縮減されてきているが、閉伊川支川の近内川では宮古市

土地区画整理事業により市街化が進んでおり、地元から治水事業に対する強い促進要望が出されている。

　この公聴会では、その他に維持管理等の要望もあったが、閉伊川の改修事業計画に対する反対意見等は無かった。

（近内川の河川改修について）
１．改修中の1km区間(全3.7kmのうち3.4kmまで)は平成20年頃までかかる見込みである。それより上流の区間は、その
後に進めていくという計画になっております。

今回審議を諮る閉伊川の事業計画については、「閉伊川河川整備計画」の策定に伴い開催した次の流域懇談会の場

　東日本大震災津波以降、安全な津波浸水区域外に宅地を求める市民が増加しており、近内川沿川の区画整理事業に
おいても、宅地の需要が増加していることから、当事業を着実に推進し、安全で安心な地域づくりを進めることが必
要である。

(近年の浸水被害)

で説明を行い、住民の方々から意見や提言をいただいている。

　・宮古市(平成28年８月22目)

昭和39年度　国庫補助による事業採択

平成17年度　二級河川閉伊川水系河川整備基本方針策定(H17.8.19)

平成17年度　二級河川閉伊川河川整備計画策定(H18.3.31)

宮古市

平成13年度　いわての川づくりプラン懇談会

平成13年度　第１回閉伊川水系流域懇談会

　閉伊川河川整備計画流域懇談会　１回（平成13年9月27日）

＜主な質問内容＞

［回答］

へいがわ 
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４　費用便益分析の詳細（算定方法、算出根拠等）

算出方法　：　別添

算出根拠　：　治水経済調査マニュアル（案）　平成17年4月　国土交通省河川局　（単位：百万円）

①建設費

②維持管理費

③総費用 (C)　①＋②

④被害軽減の便益

⑤残存価値

⑥総便益 (B)　④＋⑤

費用便益比 (B/C) ⑥／③

※事業費は、消費税を控除している。

※評価対象事業の位置図、計画平面図、標準横断図等を添付のこと。

②維持管理費：毎年定常的に支出される除草等の費用で、現在価値化して計上している。

④被害軽減の便益：施設整備によって想定される年平均被害軽減額を現在価値化して合計したものである。

⑤残存価値：評価対象期間終了時点における施設等の価値。構造物は価値を10%とし、構造物以外（堤防・用地など）

　は減価しないものとしている。

52.5

①建設費:施設整備に要する費用(河川改修費)を整備期問、評価期間で現在価値化して合計したものである。基準年以

　前の費用は、物価変動を考慮した実質価値に換算した後に現在価値化している。

22,491

1,179,800

18便
益
項
目

1,179,818

費
用
項
目

1,584

125,461

75.8

20,906

1,656

125,455

区　　　分

 事業着手時

6

（基準年：昭和39年度）

384

49

　

432

26,291

4

26,295

60.8

前回評価時

（基準年：平成23年度）

16,694

161

16,855

1,039,297

18

1,039,315

61.7

今回評価時

（基準年：平成28年度）

残事業B/C

1,474

182
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様式－７　費用対効果　計算書　　(平成28年度評価)

河川名：近内川・山口川・閉伊川 単位：百万円

便　益　（百万円）

現在価値 残存価値

① ⑤ ④+③

S39 -52 7.6866 29.8 229.0 8.0 289.6 23.0 21.2 0.0 0.3

S40 -51 7.3910 93.1 688.0 17.0 562.3 24.2 22.3 0.1 0.9

S41 -50 7.1067 175.0 1243.7 22.0 653.8 25.9 23.9 0.2 1.7

S42 -49 6.8333 294.1 2010.0 32.0 851.9 27.8 25.7 0.4 2.7

S43 -48 6.5705 445.9 2929.6 40.8 989.7 29.3 27.1 0.6 3.9

S44 -47 6.3178 632.0 3993.1 50.0 1082.6 31.6 29.2 0.8 5.4

S45 -46 6.0748 818.2 4970.5 50.0 961.8 34.2 31.6 1.1 6.7

S46 -45 5.8412 1078.9 6301.8 70.0 1243.9 35.6 32.9 1.4 8.5

S47 -44 5.6165 1495.9 8401.6 112.0 1783.4 38.2 35.3 2.0 11.3

S48 -43 5.4005 1734.2 9365.4 64.0 775.0 48.3 44.6 2.3 12.6

S49 -42 5.1928 1920.3 9971.9 50.0 481.5 58.4 53.9 2.6 13.4

S50 -41 4.9931 2106.5 10517.9 50.0 455.2 59.4 54.8 2.8 14.1

S51 -40 4.8010 2292.7 11007.2 50.0 408.1 63.7 58.8 3.1 14.8

S52 -39 4.6164 2557.0 11804.2 71.0 528.2 67.2 62.0 3.4 15.9

S53 -38 4.4388 2810.2 12474.1 68.0 452.1 72.3 66.8 3.8 16.8

S54 -37 4.2681 3160.2 13488.1 94.0 552.1 78.7 72.7 4.2 18.1

S55 -36 4.1039 3495.3 14344.6 90.0 464.6 86.1 79.5 4.7 19.3

S56 -35 3.9461 3867.7 15262.2 100.0 485.6 88.0 81.3 5.2 20.5

S57 -34 3.7943 4240.0 16087.9 100.0 461.2 89.1 82.3 5.7 21.6

S58 -33 3.6484 4426.2 16148.4 50.0 222.2 88.9 82.1 5.9 21.7

S59 -32 3.5081 4537.9 15919.1 30.0 126.4 90.2 83.3 6.1 21.4

S60 -31 3.3731 4873.0 16437.2 90.0 368.2 89.3 82.5 6.5 22.1

S61 -30 3.2434 5282.6 17133.4 110.0 430.8 89.7 82.8 7.1 23.0

S62 -29 3.1187 5308.6 16555.7 7.0 25.7 91.9 84.9 7.1 22.2

S63 -28 2.9987 6053.3 18152.0 200.0 687.3 94.5 87.3 8.1 24.4

H01 -27 2.8834 6378.6 18392.0 87.4 274.2 99.5 91.9 8.6 24.7

H02 -26 2.7725 6469.0 17935.1 24.3 70.4 103.5 95.6 8.7 24.1

H03 -25 2.6658 6559.4 17486.3 24.3 66.0 106.1 98.0 8.8 23.5

H04 -24 2.5633 6613.6 16952.7 14.6 37.8 107.0 98.8 8.9 22.8

H05 -23 2.4647 6649.8 16389.8 9.7 24.3 106.7 98.5 8.9 22.0

H06 -22 2.3699 6758.2 16016.4 29.1 70.0 106.8 98.6 9.1 21.5

H07 -21 2.2788 8023.4 18283.6 339.8 788.2 106.4 98.2 10.8 24.6

H08 -20 2.1911 8095.7 17738.8 19.4 43.5 106.0 97.9 10.9 23.8

H09 -19 2.1068 8283.7 17452.5 50.5 108.1 106.5 98.3 11.1 23.4

H10 -18 2.0258 10234.0 20732.3 523.8 1101.8 104.3 96.3 13.7 27.8

H11 -17 1.9479 10517.7 20487.5 76.2 155.7 103.2 95.3 14.1 27.5

H12 -16 1.8730 11000.0 20602.8 129.5 255.1 103.0 95.1 14.8 27.7

H13 -15 1.8009 11531.9 20768.3 142.9 277.2 100.5 92.8 15.5 27.9

H14 -14 1.7317 11943.2 20681.8 110.5 209.1 99.1 91.5 16.0 27.8

H15 -13 1.6651 12297.8 20476.8 95.2 173.3 99.1 91.5 16.5 27.5

H16 -12 1.6010 12439.7 19916.3 38.1 66.4 99.5 91.9 16.7 26.7

H17 -11 1.5395 12648.4 19471.6 56.0 93.4 100.0 92.3 17.0 26.1

H18 -10 1.4802 12815.0 18969.4 44.8 71.0 101.1 93.4 17.2 25.5

H19 -9 1.4233 12829.2 18260.0 3.8 5.7 102.7 94.8 17.2 24.5

H20 -8 1.3686 12850.5 17586.8 5.7 8.0 105.8 97.7 17.3 23.6

H21 -7 1.3159 12928.5 17013.0 21.0 29.1 102.5 94.6 17.4 22.8

H22 -6 1.2653 12960.4 16399.1 8.6 11.4 102.6 94.7 17.4 22.0

H23 -5 1.2167 12960.4 15768.3 0.0 0.0 104.7 96.7 17.4 21.2

H24 -4 1.1699 12960.4 15161.9 0.0 0.0 103.0 95.1 17.4 20.4

H25 -3 1.1249 13296.8 14957.1 90.4 104.3 105.5 97.4 17.9 20.1

H26 -2 1.0816 13305.4 14391.2 2.3 2.5 108.9 100.6 17.9 19.3

H27 -1 1.0400 13457.1 13995.4 40.7 42.4 108.3 100.0 18.1 18.8

H28 0 1.0000 13629.5 13629.5 46.3 46.3 108.3 100.0 18.3 18.3

H29 1 0.9615 13629.5 13105.3 0.0 0.0 18.3 17.6

H30 2 0.9246 13801.9 12760.6 46.3 42.8 18.5 17.1

H31 3 0.8890 13974.3 12423.1 46.3 41.2 18.8 16.7

H32 4 0.8548 15008.5 12829.4 277.8 237.4 20.2 17.2

H33 5 0.8219 16042.8 13186.0 277.8 228.3 21.5 17.7

H34 6 0.7903 17077.1 13496.3 277.8 219.5 22.9 18.1

H35 7 0.7599 18111.4 13763.1 277.8 211.1 24.3 18.5

H36 8 0.7307 19145.6 13989.5 277.8 203.0 25.7 18.8

H37 9 0.7026 20441.9 14362.2 348.1 244.6 27.5 19.3

H38 10 0.6756 20441.9 13809.8 27.5 18.5

H39 11 0.6496 20441.9 13278.7 27.5 17.8

H40 12 0.6246 20441.9 12768.0 27.5 17.1

H41 13 0.6006 20441.9 12276.9 27.5 16.5

H42 14 0.5775 20441.9 11804.7 27.5 15.9

H43 15 0.5553 20441.9 11350.7 27.5 15.2

H44 16 0.5339 20441.9 10914.1 27.5 14.7

H45 17 0.5134 20441.9 10494.3 27.5 14.1

H46 18 0.4936 20441.9 10090.7 27.5 13.6

H47 19 0.4746 20441.9 9702.6 27.5 13.0

H48 20 0.4564 20441.9 9329.4 27.5 12.5

H49 21 0.4388 20441.9 8970.6 27.5 12.0

H50 22 0.4220 20441.9 8625.6 27.5 11.6

H51 23 0.4057 20441.9 8293.8 27.5 11.1

H52 24 0.3901 20441.9 7974.8 27.5 10.7

H53 25 0.3751 20441.9 7668.1 27.5 10.3

H54 26 0.3607 20441.9 7373.2 27.5 9.9

H55 27 0.3468 20441.9 7089.6 27.5 9.5

H56 28 0.3335 20441.9 6816.9 27.5 9.2

H57 29 0.3207 20441.9 6554.7 27.5 8.8

H58 30 0.3083 20441.9 6302.6 27.5 8.5

H59 31 0.2965 20441.9 6060.2 27.5 8.1

H60 32 0.2851 20441.9 5827.1 27.5 7.8

H61 33 0.2741 20441.9 5603.0 27.5 7.5

H62 34 0.2636 20441.9 5387.5 27.5 7.2

H63 35 0.2534 20441.9 5180.3 27.5 7.0

H64 36 0.2437 20441.9 4981.1 27.5 6.7

H65 37 0.2343 20441.9 4789.5 27.5 6.4

H66 38 0.2253 20441.9 4605.3 27.5 6.2

H67 39 0.2166 20441.9 4428.1 27.5 5.9

H68 40 0.2083 20441.9 4257.8 27.5 5.7

H69 41 0.2003 20441.9 4094.1 27.5 5.5

H70 42 0.1926 20441.9 3936.6 27.5 5.3

H71 43 0.1852 20441.9 3785.2 27.5 5.1

H72 44 0.1780 20441.9 3639.6 27.5 4.9

H73 45 0.1712 20441.9 3499.6 27.5 4.7

H74 46 0.1646 20441.9 3365.0 27.5 4.5

H75 47 0.1583 20441.9 3235.6 27.5 4.3

H76 48 0.1522 20441.9 3111.2 27.5 4.2

H77 49 0.1463 20441.9 2991.5 27.5 4.0

H78 50 0.1407 20441.9 2876.4 27.5 3.9

H79 51 0.1353 20441.9 2765.8 27.5 3.7

H80 52 0.1301 20441.9 2659.4 27.5 3.6

H81 53 0.1251 20441.9 2557.1 27.5 3.4

H82 54 0.1203 20441.9 2458.8 27.5 3.3

H83 55 0.1157 20441.9 2364.2 27.5 3.2

H84 56 0.1112 20441.9 2273.3 27.5 3.1 　

H85 57 0.1069 20441.9 2185.9 27.5 2.9

H86 58 0.1028 20441.9 2101.8 27.5 2.8

H87 59 0.0989 20441.9 2020.9 27.5 2.7

合計 1,179,800 5,490 20,906 1,584 18 22,491

20,442 20,906

1,179,800 1,584

残存価値 18

4 ＝(築堤・掘削の総費用/1.08)/(1+0.04)s+49＝300.4/1.08/(1+0.04)111　　s：整備期間

4 ＝(護岸等構造物の総費用/1.08)*0.1/(1+0.04)s+49＝3516.2/1.08*0.1/(1+0.04)111　　s：整備期間

11 ＝(用地費の総費用)/(1+0.04)s+49＝823.1/(1+0.04)111　　s：整備期間

1,179,818 （年便益＋残存価値）

22,491 （建設費＋維持管理費）

B/C 52.5

注1 毎年の維持管理費は、河川分の事業費の 0.5％ とした。

注2 事業費は、すべて構造物とし、消費税を控除した。

注3 維持費は、消費税を控除した。
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様式－７　費用対効果　計算書　　(平成28年度評価)

河川名：近内川・山口川・閉伊川 単位：百万円

便　益　（百万円）

現在価値 残存価値

① ⑤ ④+③

S39 -52 7.6866

S40 -51 7.3910

S41 -50 7.1067

S42 -49 6.8333

S43 -48 6.5705

S44 -47 6.3178

S45 -46 6.0748

S46 -45 5.8412

S47 -44 5.6165

S48 -43 5.4005

S49 -42 5.1928

S50 -41 4.9931

S51 -40 4.8010

S52 -39 4.6164

S53 -38 4.4388

S54 -37 4.2681

S55 -36 4.1039

S56 -35 3.9461

S57 -34 3.7943

S58 -33 3.6484

S59 -32 3.5081

S60 -31 3.3731

S61 -30 3.2434

S62 -29 3.1187

S63 -28 2.9987

H01 -27 2.8834

H02 -26 2.7725

H03 -25 2.6658

H04 -24 2.5633

H05 -23 2.4647

H06 -22 2.3699

H07 -21 2.2788

H08 -20 2.1911

H09 -19 2.1068

H10 -18 2.0258

H11 -17 1.9479

H12 -16 1.8730

H13 -15 1.8009

H14 -14 1.7317

H15 -13 1.6651

H16 -12 1.6010

H17 -11 1.5395

H18 -10 1.4802

H19 -9 1.4233

H20 -8 1.3686

H21 -7 1.3159

H22 -6 1.2653

H23 -5 1.2167

H24 -4 1.1699

H25 -3 1.1249

H26 -2 1.0816

H27 -1 1.0400

H28 0 1.0000 172.4 172.4 46.3 46.3 0.0 0.0 0.3 0.3

H29 1 0.9615 172.4 165.8 0.0 0.0 0.3 0.2

H30 2 0.9246 344.8 318.8 46.3 42.8 0.5 0.5

H31 3 0.8890 517.1 459.7 46.3 41.2 0.8 0.7

H32 4 0.8548 1551.4 1326.2 277.8 237.4 2.3 1.9

H33 5 0.8219 2585.7 2125.3 277.8 228.3 3.8 3.1

H34 6 0.7903 3620.0 2861.0 277.8 219.5 5.3 4.1

H35 7 0.7599 4654.3 3536.9 277.8 211.1 6.8 5.1

H36 8 0.7307 5688.6 4156.6 277.8 203.0 8.3 6.0

H37 9 0.7026 6984.9 4907.5 348.1 244.6 10.1 7.1

H38 10 0.6756 6984.9 4718.8 10.1 6.8

H39 11 0.6496 6984.9 4537.3 10.1 6.6

H40 12 0.6246 6984.9 4362.8 10.1 6.3

H41 13 0.6006 6984.9 4195.0 10.1 6.1

H42 14 0.5775 6984.9 4033.6 10.1 5.8

H43 15 0.5553 6984.9 3878.5 10.1 5.6

H44 16 0.5339 6984.9 3729.3 10.1 5.4

H45 17 0.5134 6984.9 3585.9 10.1 5.2

H46 18 0.4936 6984.9 3448.0 10.1 5.0

H47 19 0.4746 6984.9 3315.3 10.1 4.8

H48 20 0.4564 6984.9 3187.8 10.1 4.6

H49 21 0.4388 6984.9 3065.2 10.1 4.4

H50 22 0.4220 6984.9 2947.3 10.1 4.3

H51 23 0.4057 6984.9 2834.0 10.1 4.1

H52 24 0.3901 6984.9 2725.0 10.1 4.0

H53 25 0.3751 6984.9 2620.2 10.1 3.8

H54 26 0.3607 6984.9 2519.4 10.1 3.7

H55 27 0.3468 6984.9 2422.5 10.1 3.5

H56 28 0.3335 6984.9 2329.3 10.1 3.4

H57 29 0.3207 6984.9 2239.7 10.1 3.2

H58 30 0.3083 6984.9 2153.6 10.1 3.1

H59 31 0.2965 6984.9 2070.8 10.1 3.0

H60 32 0.2851 6984.9 1991.1 10.1 2.9

H61 33 0.2741 6984.9 1914.5 10.1 2.8

H62 34 0.2636 6984.9 1840.9 10.1 2.7

H63 35 0.2534 6984.9 1770.1 10.1 2.6

H64 36 0.2437 6984.9 1702.0 10.1 2.5

H65 37 0.2343 6984.9 1636.5 10.1 2.4

H66 38 0.2253 6984.9 1573.6 10.1 2.3

H67 39 0.2166 6984.9 1513.1 10.1 2.2

H68 40 0.2083 6984.9 1454.9 10.1 2.1

H69 41 0.2003 6984.9 1398.9 10.1 2.0

H70 42 0.1926 6984.9 1345.1 10.1 2.0

H71 43 0.1852 6984.9 1293.4 10.1 1.9

H72 44 0.1780 6984.9 1243.6 10.1 1.8

H73 45 0.1712 6984.9 1195.8 10.1 1.7

H74 46 0.1646 6984.9 1149.8 10.1 1.7

H75 47 0.1583 6984.9 1105.6 10.1 1.6

H76 48 0.1522 6984.9 1063.1 10.1 1.5

H77 49 0.1463 6984.9 1022.2 10.1 1.5

H78 50 0.1407 6984.9 982.9 10.1 1.4

H79 51 0.1353 6984.9 945.1 10.1 1.4

H80 52 0.1301 6984.9 908.7 10.1 1.3

H81 53 0.1251 6984.9 873.8 10.1 1.3

H82 54 0.1203 6984.9 840.2 10.1 1.2

H83 55 0.1157 6984.9 807.8 10.1 1.2

H84 56 0.1112 6984.9 776.8 10.1 1.1 　

H85 57 0.1069 6984.9 746.9 10.1 1.1

H86 58 0.1028 6984.9 718.2 10.1 1.0

H87 59 0.0989 6984.9 690.5 10.1 1.0

合計 125,455 1,876 1,474 182 6 1,656

6,985 1,474

125,455 182

残存価値 6

1 ＝(築堤・掘削の総費用)/1.08/(1+0.04)s+49×0.34＝300.4/1.08/(1+0.04)111×0.34　s：整備期間

1 ＝(護岸等構造物の総費用)/1.08*0.1/(1+0.04)s+49×0.34＝3516.2/1.08*0.1/(1+0.04)111×0.34　s：整備期間

4 ＝(用地費の総費用)/(1+0.04)s+49×0.34＝823.1/(1+0.04)111×0.34　s：整備期間

125,461 （年便益＋残存価値）

1,656 （建設費＋維持管理費）

B/C 75.8

注1 毎年の維持管理費は、河川分の事業費の 0.5％ とした。

注2 事業費は、すべて構造物とし、消費税を控除した。

注3 維持費は、消費税を控除した。
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資料 No.４ 

 

 

宮古西道路地域連携道路整備事業 

（ネットワーク形成型） 

再評価関係資料 

 

 

 

１ 大規模公共事業 再評価の概要 

 

２ 大規模公共事業 再評価調書 等 

 

 

 

 

 

 

岩手県 県土整備部 
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大規模公共事業再評価調書の概要 

（宮古
み や こ

西
にし

道路
ど う ろ

 地域連携道路整備事業（ネットワーク形成型）） 
担当部課：県土整備部 道路建設課 

 
１ 事業概要 （路線名：一般国道 106 号、所在市町村：宮古市） 

○事業目的：一般国道 106 号は、県内陸部と沿岸部を結ぶ重要な幹線道路であり「岩手県地域防災計画」

において「緊急輸送道路」に指定されている。また、東日本大震災津波では、避難路や物

資の輸送路としての役割を担い、「岩手県東日本大震災津波復興実施計画」において「復興

道路」に位置づけられている重要な路線である。一方で、宮古市内における交通混雑が日

常化していると共に、冠水による通行規制区間があるなど、抜本的な改良を求められてい

た。そのため、国によりかつてないスピードで進められている宮古盛岡横断道路及び三陸

沿岸道路と一体となった自動車専用道路の整備により、交通混雑の緩和や復興加速への寄

与、地域の活性化を支援しようとするものである。 
○事業内容：計画延長 L=3,400m、車道幅員 W=7.0ｍ、全体幅員 13.5m 
      改良工 L＝2,514.1m、橋梁工 L=486.9m（N=2 橋）、トンネル工 L=399.0m（N=2 箇所） 
○事業期間：平成 15 年度～平成 30 年度（前回評価時 平成 15 年度～平成 30 年度） 
○総事業費：21,700 百万円（前回評価時 17,700百万円） 

      （平成 29 年度までの投資額 14,652.0 百万円、進捗率 67.5％） 
 
２ 事業の進捗状況等 
 ○今回、（仮称）田鎖トンネル（L＝326m）の工事進捗に伴う補助工法の増と（仮称）閉伊川横断橋下部

工（L＝430.5m）における仮設工等の増が主な要因となり、総事業費の増が明らかとなったが、工事の

進捗に影響はなく、事業期間の延伸もないことから、計画どおりの事業の完了が見込める。 

 
３ 社会経済情勢等の変化 

○本県では、内陸部と沿岸部を結ぶ幹線道路ネットワークを始め、地域間の交流・連携の基盤となる道

路など、更なる道路の整備を求められており、当該道路の整備促進については、沿岸部市町村を中心

に関係市町村等より整備促進を求める強い要望がある。（宮古市ほか） 
○また、岩手県東日本大震災津波復興実施計画において、当該道路を復興道路と位置づけ、整備を進め

ている。 
○評点合計は前回評価時と同じであり、自然環境については、専門家の助言を受けながら環境等への影

響が少ないよう対応して事業を進めている。 
 
４ コスト縮減対策及び代替案 
 ○コスト縮減対策としては、埋蔵文化財発掘調査で発生した残土を他工事に流用するなど、約 0.6 億円

のコスト縮減を図ることとしている。 
 ○代替案については、都市計画決定され、宮古盛岡横断道路及び三陸沿岸道路との接続位置が決まって

いることから、代替案立案の可能性はない。 
 
５ 総合評価 
 ○「事業の進捗状況等」については、総事業費の変更はあるものの、現在、宮古中央インター線を供用

していると共に、用地取得は完了しており、工事の遅延がなく、今後も計画に沿って事業を進めるこ

とが見込める。 
○「社会経済情勢等の変化」については、事業に関する社会経済情勢、評価指標、自然環境等の状況に

関して大きな変化は見られない。 
○ 以上のことから、大項目の評価が「Ａ」、「ＡＡ」であることから、総合評価は「事業継続」とした。 
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様式５

(1) 事業目的

(2) 事業内容

(3) 整備目標等

投資事業費

Ｃ Ｄ

(1) 事業の進捗状況

 ア 整備効果の発現状況

 イ 未着工及び工事遅延等の理由並びに解決の見通し

ａ . ｂ . ｃ

(2) 事業計画の変更の有無及び内容

ａ . ｂ . ｃ

○中項目評価が「a」、「b」であることから、
大項目評価を「Ａ」とした。

大規模公共事業　再評価調書

事業名
地域連携道路整備事業
（ネットワーク形成型）

補助・単独 担当部課名 県土整備部道路建設課

路線名等 一般国道１０６号 地区名 宮古
みやこ

西
にし

道路
どうろ

市町村 宮古市

事
　
業
　
概
　
要

○解決すべき課題
・国道106号は、宮古市を起点とし盛岡市に至る県内陸部と沿岸部を結ぶ重要な幹線道路であり、「岩手県地
域防災計画」において「緊急輸送道路」に指定されていると共に、当該区間は平成11年度に地域高規格道路※

「宮古盛岡横断道路」の整備区間に指定されている。
・東日本大震災津波では、避難路や物資の輸送路としての役割を担ったところであり、岩手県東日本大震災
津波復興実施計画において復興道路にも位置づけている重要路線である。
・しかしながら、宮古市内における交通混雑は日常化していると共に、冠水による通行規制区間があるな
ど、安全で円滑な交通の支障となっている。
※地域高規格道路：高規格幹線道路と一体的に機能し、地域において広域的な交流・連携を支える幹線道路ネットワークを
構成する骨格的な道路。

○整備によって得られる効果
・国土交通省によりかつてないスピードで進められている宮古盛岡横断道路及び三陸沿岸道路と一体となっ
た自動車専用道路の整備により、宮古市内の交通混雑が緩和されると共に、冠水による通行規制区間の迂回
ルートの確保が図られ、通行車両の安全性・快適性が向上することにより、幹線道路として安全で円滑な交
通機能が確保される。
・また、東日本大震災津波からの復興への寄与はもとより、平成30年春の開設が発表された宮古港と室蘭港
を結ぶフェリー定期航路と一体となった物流の強化など、地域の活性化支援にも資する。

全体計画延長：3,400m、車道幅員：7.0m、全体幅員：13.5m
改良延長：2,514.1m、橋梁延長：486.9m（2橋）、トンネル延長：399.0m（2箇所）
ほか宮古中央インター線：600.0m

・交通混雑の緩和、冠水による通行規制区間の解消：L=3,400m

事業
着手

H15年度
事業計画
期　　間

H15 ～

H30 (再々評価時全体計画期間)

用地
着手

H16年
度

工事
着手

H19年
度

H30 (再評価時全体計画期間)

H22 (当初全体計画期間)

事
業
費

当初計画
総事業費
（H15年）

前回
再評価時
総事業費
（H28年）

今回
再評価時
総事業費
(H29年)Ａ

事 業 費 の 状 況 〔百万円〕

H12年～
H28年 H29年

13,000.0

進捗率

（うち用地費） （うち用地費） （うち用地費） Ｂ　H27年 Ｅ＝B+C+D 財　　源 Ｆ＝E/A

17,700.0 21,700.0 7,952.0 3,200.0 3,500.0 14,652.0

  国庫

8,059
67.5%

(1,028.7) (1,154.5) (1,159.5) (1,154.5) (0.0) (5.0) (1,159.5)　県単

6,593

事
業
の
進
捗
状
況
等

・平成22年3月21日に、三陸沿岸道路 宮古道路の供用にあわせ「宮古中央インター線」が供用済みであり、
宮古市松山～金浜間の時間短縮が図られている。
・本線については、各インター間の整備完了後に供用予定であるため、現時点で供用区間はなく整備効果の
発現はない。

○中項目評価は、事業の進捗は順調であり、計画どおり確実な竣工が見込まれるため「ａ」とした。

中項目評価

○変更内容　総事業費　変更前　17,700百万　→　変更後　21,700百万
・総事業費の増は、（仮称）田鎖トンネル掘削に係る補助工法の増と閉伊川横断橋下部工における仮設工
等の増が主な要因であり、工事進捗に伴い、明らかとなったもの。

○中項目評価は、変更内容が事業費見直しによる総事業費の増であり、工事が手戻りになることもなく、
大幅な変更ではないため「ｂ」とした。

中項目評価

評　価 ＡＡ・ Ａ ・ＢＢ・ Ｂ ・ Ｃ

〔事業根拠法令等：  道路法第12条、第50条〕

平成29年5月15日作成 
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(1) 事業に関する社会経済情勢

 ア 全国の状況

　

 イ 本県内の状況

 ウ 施工地域における状況

　

ａ . ｂ . ｃ

(2) 事業に関する評価指標の推移

　

　

増　減
(B)-(A)

社
　
会
　
経
　
済
　
情
　
勢
　
等
　
の
　
変
　
化

・激甚化する気象災害や切迫する巨大地震等に備えるための防災・減災対策、高度成長期以降に整備された
インフラの老朽化対策、個性豊かな活力ある地域の形成や成長戦略の具体化による「強い経済」の実現が強
く求められており、国は、「東日本大震災からの復興加速」、「国民の安全・安心の確保」、「豊かで利便
性の高い地域社会の実現」及び「日本経済の再生」の４分野に重点化し、施策効果の早期発現を図ることと
している。

・「いわて県民計画」においては、産業を支える社会資本の整備や安全で安心な暮らしを支える社会資本の
整備を重点的な政策の柱として掲げており、この中で道路整備は、地域産業の競争力の向上を目指し、工業
製品や農林水産物等の物流の円滑化を図る幹線道路ネットワークを構築することや、地域間の交流・連携の
基盤となる広域振興圏相互や隣接県を結ぶ道路の整備を推進するとともに、通院・通学などの日常生活を支
える道づくりを進めることとしている。
・岩手県東日本大震災津波復興計画　復興実施計画において、災害に強い交通ネットワークの構築として、
地域高規格道路「宮古盛岡横断道路」の一部区間である当該道路を含めた三陸復興道路整備事業を進めるこ
ととしている。

・当該道路の整備促進について、関係市町村等より強い要望がある。（宮古市ほか）

○中項目評価は、全国又は本県において、政策や事業のあり方についての議論や見直しの大きな変化が見
られないことから、「ａ」とした。

中項目評価

評価指標 配点

事業着手時 前回再評価時 今回再評価時

備　考評　点
(H14)

評　点(A)
(H28)

評　点(B)
(H29)

必
要
性

車道等幅員 5
5 5 5

0
(現況5.5m) (現況5.5m) (現況5.5m)

曲線半径 5
3 3 3

0
（現況140ｍ） （現況140ｍ） （現況140ｍ）

縦断勾配 5
0 0 0

0
（現況3.7％） （現況3.7％） （現況3.7％）

歩道設置の必要性 3
0 0 0

0
（不要） （不要） （不要）

混雑度 2
2 2 2

0
(1.70) (1.42) (1.42) 

定時性 2
1 0 0

0
（8.3Km/h） （4.4Km/h） （4.4Km/h）

事故率 3
1 1 1

0
※1

（履歴有） （履歴有） （履歴有）

過疎地域等の振興 5
0 3 3

0
（該当外） （過疎） （過疎）

計 30 12 14 14 0

重
要
性

ネットワークの位置
付け

15
15 15 15

0
（地域高規格道路） （地域高規格道路） （地域高規格道路）

産業振興、生活支援 15
15 15 15

0
※2

（7項目該当） （7項目該当） （7項目該当）

計 30 30 30 30 0

緊
急
性

関連事業の有無 5
5 5 5

0

（あり） （あり）

※3
（あり） （あり） （あり）

冠水対策、主要渋滞
ポイント、老朽橋、

通行危険箇所等
5

5 5 5

0 冠水区間
（あり） （あり） （あり）

10Km以内に迂回道路 5
0 0 0

0
（あり）

計 15 10 10 10 0

効
率
性 費用便益比(B/C) 20
18 18 18

0
(2.5) (1.9) (1.6)

熟
度

用地取得の進捗状況 3
2 3 3

0
（約50％） （100％） （100％）

地元要望 2
2 2 2

0
（あり） （あり） （あり）

計 5 4 5 5 0

計 100 74 77 77 0
（再々評価時／再評価時）

100%
※１　：履歴有（前回再評価時：44.7件／億台キロ、今回再評価時：13.8件／億台キロ）
※２　：物流支援・農業支援・林業支援・製造業支援・観光支援・公共施設アクセス・交通拠点アクセス
※３　：宮古盛岡横断道路・三陸沿岸道路
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 〇 費用便益分析

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

3便益 ①

　 　 　

　 　 　

その他便益 ②

　

修正便益 ③ 　 　 　

総便益 ①+②+③ 　 　 　

※費用便益分析において地域特性等考慮すべき特記事項

 〇 関連する開発プロジェクト等の状況

　　　

ａ . ｂ . ｃ

 ア 動植物、地形・地質、歴史文化、景観等の状況及び岩手県自然環境保全指針による保全区分

・岩手県自然環境保全指針による保全区分 B D

・希少野生動植物生息の有無

・埋蔵文化財包蔵地の有無 　

 イ 環境配慮事項及び環境等への配慮に要する事業費

・振興局公共事業等に係る希少野生動植物調査検討委員会への付議状況

　
　 ａ . ｂ . ｃ

9,100台/日(H42)
社
　
会
　
経
　
済
　
情
　
勢
　
等
　
の
　
変
　
化

道路投資の評価に関する指針（案）第1編（平成10年6月）、第2編（平成11年11月）

区　　　分
 事業着手時 前回再評価時 今回再評価時

（基準年：H14） （基準年：H28） （基準年：H29）

費
用
項
目

改築費 11,125.0 17,612.8 21,877.1

維持費 406.0 873.9 955.2

総　費　用 (C) 11,531.0 18,486.7 22,832.3

26,092.0 27,103.0

走行経費減少便益 1,444.0 4,210.0 4,374.0

1,087.0 1,747.0 1,815.0

23,734.0 32,049.0 33,292.0

事故減少便益

環境改善便益 -5.0 565.9 587.9

22,309.5

拡張便益 4,680.0 2,306.3 2,395.7

費用便益比(B/C)　　　　B(①+②)*/C 2.5 1.9 1.6

小計(①+②) 28,409.0 34,921.2

便
益
項
目

時間短縮便益 21,203.0

28,409.0 56,397.8 58,585.1

4,675.0 2,872.2 2,983.6

(参考)修正費用便益比 　B(①+②+③)*/C 2.5 3.1 2.6

参考　将来交通量

36,275.6

0.0 21,476.6

11,900台/日(H32) 9,100台/日(H42)

○中項目評価は、自然環境保全指針の「優れた自然」の保全区分毎の保全区分に沿って積極的な対応をし
ていることから「ａ」とした。

・平成14年度の都市計画決定に際し、岩手県環境影響評価条例に基づき環境影響評価を実施。
・専門家からの指導と助言のもと環境調査等を実施し、環境等への影響が少なくなるよう配慮しながら
事業を進めている。

①主な助言内容
・哺乳類については、侵入防止柵によって横断可能な構造物に誘導することにより、通行車両との衝突
を回避すること。
・猛禽類及び希少な昆虫類については、営巣確認及び生息確認調査を実施し、専門家の意見のもとに環
境保全措置を講ずること。
・希少な植物については、生育適地に移植を試みること。
②対応状況
・専門家の助言を受けながら、希少種の移植やモニタリング調査等を実施。
・動物と通行車両の衝突回避のため、道路への立入防止柵を設置。
・橋梁及びトンネル計画により、地形改変を極力少なくするような道路を計画。
・工事における騒音・振動の軽減措置。
≪環境等への配慮に要する経費≫
・環境調査等（約250百万円）、立入防止柵（約37百万円）、切土・盛土の植生緑化（約61百万円）
　　合計　約348百万円

・総合評価では、効率性の他、地域格差（公平性）を加味した修正費用便益比（修正B/C）についても考慮する。

中項目評価

(3)　自然環境等の状況及び環境配慮事項

・宮古盛岡横断道路　宮古西道路〔国施工区間〕（国土交通省：H23～H32）
・三陸沿岸道路　宮古道路（国土交通省：H22.3.21開通）、宮古田老道路（国土交通省：H23～H32） 等

○各評価指標の評点の合計が、前回評価時の90%以上であることか
ら、中項目評価を「a」とした。

中項目評価

○中項目評価が「a」、「a」、「a」であることか
ら、大項目評価を「AA」とした。

評　価 ＡＡ・ ・Ａ ・ Ｂ

あり

あり

   岩手県教育委員会との協議及び現地調査を実施しながら事業を進めている。

付議している

Ｃ  

費用便益分析手法:費用便益分析マニュアル（平成20年11月）

（単位：百万円）
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(1) コスト縮減対策の実施状況及び今後の可能性

　

(2) 代替案立案の可能性

　

　

(1) 総合評価

評点

〇総合評価に係るコメント

※評価対象事業の位置図、計画平面図、標準横断図等を添付のこと。

コ
ス
ト
縮
減
対
策
及
び
代
替
案
立
案
の
可
能
性

・埋蔵文化財発掘調査の発生残土を他工事（圃場整備事業）へ流用してコスト縮減　　約40百万円
・濁水処理により発生する無機質汚泥を盛土材に使用して運搬費をコスト縮減　　　　約20百万円
　合　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約60百万円

①代替案として考えられる他の事業手法・工法の比較検討結果
・計画ルートについては、都市計画決定されていることから、現計画（閉伊川右岸ルート）が適当である
と判断している。
・橋梁形式は、比較検討結果をもとに選定をしている。

②今後における代替案立案の可能性
・国により整備が進められている宮古盛岡横断道路及び三陸沿岸道路との接続位置が決まっていることか
ら、代替案立案の可能性はない。

15 30 21,700

中　止

進捗状況

参考

・
要 検 討

・

(2)社会経済情勢着手
年度

完了予
定年度

事業費
(百万
円)

投資事業費
(百万円)

進捗率
(％)

(1)事業進捗状況

計画変更 社会経済 評価指標 自然環境 B/C

14,652.0 67.5% A a b AA a a a 77 1.6

(修正B/C=2.6)

①再評価の総括
・「事業の進捗状況等」については、総事業費の変更はあるものの、現在、宮古中央インター線が供用して
いると共に、用地取得は完了しており、工事の遅延がなく、今後も計画に沿って事業を進めることが見込め
る。

・「社会経済情勢等の変化」については、事業に関する社会経済情勢、評価指標、自然環境等の状況に関し
て特に大きな変化は見られない。

・以上のことから「事業継続」と評価したものである。

②特記事項
　評価基準年以降の総費用、総便益により算出した残事業B/Cは5.0（修正残事業B/C＝8.1）である。

総
　
合
　
評
　
価

対応方針案

（事業名)地域連携道路整備事業（ネットワーク形成型）　宮古西道路

（事業継続、見直し継続、休止、中止）

　
事業継続
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様式５

１　現在までの事業の経緯等

２　事業を取り巻く社会経済情勢等の変化の具体的説明

３　費用便益分析の詳細（算定方法、算出根拠等）

（単位：百万円）

（基準年：H29）

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

3便益 ①

　 　 　

　 　 　

その他便益 ②

　 　

修正便益 ③ 　 　 　

総便益 ①+②+③ 　 　 　

4　環境対策の具体的内容

9,100台/日(H42)

大規模公共事業　再評価調書　（付表）

事業名
地域連携道路整備事業

（ネットワーク形成型）
補助・単独 担当部課名 県土整備部道路建設課

路線名等 一般国道１０６号 地区名 宮古
みやこ

西
にし

道路
どうろ

市町村 宮古市

平成6年12月　　地域高規格道路「宮古盛岡横断道路」が、計画路線に指定。
平成11年12月　「宮古盛岡横断道路」の一部を構成する「宮古西道路」が、整備区間に指定。
平成12年度　　　着工準備期間として調査着手。
平成15年度　　　国庫補助事業により事業着手。
平成21年度　　　三陸沿岸道路宮古道路とあわせ「宮古中央インター線」が供用済み。（平成22年3月21日）

当該国道の整備については、沿岸市町村を中心に整備促進を求める要望が多い。
（最近の要望状況）
○宮古市（平成28年8月22日）
○平成28年台風第10号豪雨災害復旧・復興期成同盟会（平成28年12月27日）

費用便益分析手法:費用便益分析マニュアル(平成20年11月)、道路投資の評価に関
する指針（案）第1編(平成10年6月)、第2編(平成11年11月)

区　　　分
 事業着手時 前回再評価時

費
用
項
目

改築費 11,125.0 17,612.8 21,877.1

維持費 406.0 873.9 955.2

総　費　用 (C) 11,531.0 18,486.7 22,832.3

27,103.0

走行経費減少便益 1,444.0 4,210.0 4,374.0

事故減少便益 1,087.0 1,747.0 1,815.0

23,734.0 32,049.0 33,292.0

環境改善便益 -5.0 565.9 587.9

33,292.0

拡張便益 4,680.0 2,306.3 2,395.7

4,675.0 2,872.2 2,983.6

1.6

(参考)修 正 費 用 便 益 比 　B(①+②+③ 2.5 3.1 2.6

58,585.1

22,309.5

28,409.0 56,397.8

小計(①+②) 28,409.0 34,921.2 36,275.6

専門家による指導と助言のもと、環境等への影響が少なくなるよう配慮しながら事業を進めている。
○主な対応
・希少野生植物の移植。
・希少野生動植物のモニタリング調査。
・地形改変が極力最小限となるように、一部構造物（トンネル・橋梁）で道路計画。
・排ガス対策及び低騒音型建設機械の使用を基本とする。

(1)改築費：道路建設に要する費用を基準年において現在価値化したもの。
(2)維持費：道路の供用開始後50年間における維持管理費を基準年において現在価値化したもの。
(3)時間短縮便益：道路の供用開始後50年間における自動車に乗車していなければ、生産活動を行うことに
よって産み出されるであろう価値（資源価値）、または自動車に乗車している時間を、他の目的に使用で
きるなら支払ってもよいと思う金額（行動価値）を、基準年において現在価値化したもの。
(4)走行経費減少便益：道路の供用開始後50年間における燃料費、オイル費、タイヤ・チューブ費等の減少
効果を、基準年において現在価値化したもの。
(5)事故減少便益：道路の供用開始後50年間における人身事故、物損事故、救急や事故処理などに伴う公的
損害、及び事故により発生する交通渋滞による損失の減少効果を、基準年において現在価値化したもの。
(6)環境改善便益：道路の供用開始後50年間における大気汚染、騒音及び地球温暖化の道路整備による環境
改善効果を、基準年において現在価値化したもの。
(7)拡張便益：道路の供用開始後50年間における道路走行時の快適性、救急医療や消防等へのアクセス確保
による緊急時に対する安心感などの効果を、基準年において現在価値化したもの。
(8)修正便益：所得水準や物価基準といった地域間格差を考慮し、東京を基準（1.0）とした各地域別の地
域修正係数を乗じたもの。

費 用 便 益 比 (B/C)　　 　B(①+②)*/C 2.5 1.9

参考　将来交通量 11,900台/日(H32) 9,100台/日(H42)

0.0

便
益
項
目

時間短縮便益 21,203.0 26,092.0

21,476.6

1,815.0

今回再評価時

（基準年：H14） （基準年：H28）

8.1

5.0

58,585.1

残事業B/C

6274.8
955.2

587.9

2,395.7

2,983.6

36,275.6

22,309.5

7,230.0

27,103.0

4,374.0
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費用対効果計算書【全体B/C】　　 48

路線名：　106号 地区名：　宮古西道路 単位：百万円

費用 現在価値 費用 現在価値

-19 H12 1.94790 107.2 93 157.7 0 0.0 0.0 0.0

-18 H13 1.87298 105.7 93 153.8 0 0.0 0.0 0.0

-17 H14 1.80094 103.8 47 76.1 0 0.0 0.0 0.0

-16 H15 1.73168 102.3 92 145.3 0 0.0 0.0 0.0

-15 H16 1.66507 101.0 254 390.7 0 0.0 0.0 0.0

-14 H17 1.60103 99.6 90 135.0 0 0.0 0.0 0.0

-13 H18 1.53945 98.7 91 132.4 0 0.0 0.0 0.0

-12 H19 1.48024 97.6 365 516.5 0 0.0 0.0 0.0

-11 H20 1.42331 96.8 503 690.0 0 0.0 0.0 0.0

-10 H21 1.36857 95.6 810 1,081.9 0 0.0 0.0 0.0

-9 H22 1.31593 93.7 274 359.0 0 0.0 0.0 0.0

-8 H23 1.26532 92.1 860 1,102.4 0 0.0 0.0 0.0

-7 H24 1.21665 91.3 869 1,080.4 0 0.0 0.0 0.0

-6 H25 1.16986 91.1 956 1,145.4 0 0.0 0.0 0.0

-5 H26 1.12486 93.3 945 1,063.0 0 0.0 0.0 0.0

-4 H27 1.08160 93.3 1,116 1,207.1 0 0.0 0.0 0.0

-3 H28 1.04000 93.3 2,963 3,081.5 0 0.0 0.0 0.0

-2 H29 1.00000 93.3 3,241 3,241.0 0 0.0 0.0 0.0

-1 H30 0.96154 93.3 6,526 6,275.0 0 0.0 0.0 0.0

0 H31 0.92456 93.3 0 0.0 46.24 42.8 2024.3 1871.6

1 H32 0.88900 93.3 0 0.0 46.24 41.1 1998.7 1776.8

2 H33 0.85480 93.3 0 0.0 46.24 39.5 1973.1 1686.6

3 H34 0.82193 93.3 0 0.0 46.24 38.0 1947.5 1600.7

4 H35 0.79031 93.3 0 0.0 46.24 36.5 1921.9 1518.9

5 H36 0.75992 93.3 0 0.0 46.24 35.1 1896.3 1441.0

6 H37 0.73069 93.3 0 0.0 46.24 33.8 1870.7 1366.9

7 H38 0.70259 93.3 0 0.0 46.24 32.5 1845.1 1296.3

8 H39 0.67556 93.3 0 0.0 46.24 31.2 1819.5 1229.2

9 H40 0.64958 93.3 0 0.0 46.24 30.0 1793.9 1165.3

10 H41 0.62460 93.3 0 0.0 46.24 28.9 1768.3 1104.5

11 H42 0.60057 93.3 0 0.0 46.24 27.8 1755.0 1054.0

12 H43 0.57748 93.3 0 0.0 46.24 26.7 1729.2 998.6

13 H44 0.55526 93.3 0 0.0 46.24 25.7 1703.4 945.8

14 H45 0.53391 93.3 0 0.0 46.24 24.7 1677.7 895.7

15 H46 0.51337 93.3 0 0.0 46.24 23.7 1651.9 848.0

16 H47 0.49363 93.3 0 0.0 46.24 22.8 1626.1 802.7

17 H48 0.47464 93.3 0 0.0 46.24 21.9 1600.3 759.6

18 H49 0.45639 93.3 0 0.0 46.24 21.1 1574.5 718.6

19 H50 0.43883 93.3 0 0.0 46.24 20.3 1548.7 679.6

20 H51 0.42196 93.3 0 0.0 46.24 19.5 1523.0 642.6

21 H52 0.40573 93.3 0 0.0 46.24 18.8 1497.2 607.5

22 H53 0.39012 93.3 0 0.0 46.24 18.0 1471.4 574.0

23 H54 0.37512 93.3 0 0.0 46.24 17.3 1445.6 542.3

24 H55 0.36069 93.3 0 0.0 46.24 16.7 1419.8 512.1

25 H56 0.34682 93.3 0 0.0 46.24 16.0 1394.0 483.5

26 H57 0.33348 93.3 0 0.0 46.24 15.4 1368.3 456.3

27 H58 0.32065 93.3 0 0.0 46.24 14.8 1342.5 430.5

28 H59 0.30832 93.3 0 0.0 46.24 14.3 1316.7 406.0

29 H60 0.29646 93.3 0 0.0 46.24 13.7 1290.9 382.7

30 H61 0.28506 93.3 0 0.0 46.24 13.2 1265.1 360.6

31 H62 0.27409 93.3 0 0.0 46.24 12.7 1239.3 339.7

32 H63 0.26355 93.3 0 0.0 46.24 12.2 1213.6 319.8

33 H64 0.25342 93.3 0 0.0 46.24 11.7 1187.8 301.0

34 H65 0.24367 93.3 0 0.0 46.24 11.3 1162.0 283.1

35 H66 0.23430 93.3 0 0.0 46.24 10.8 1136.2 266.2

36 H67 0.22529 93.3 0 0.0 46.24 10.4 1110.4 250.2

37 H68 0.21662 93.3 0 0.0 46.24 10.0 1084.6 234.9

38 H69 0.20829 93.3 0 0.0 46.24 9.6 1058.9 220.6

39 H70 0.20028 93.3 0 0.0 46.24 9.3 1033.1 206.9

40 H71 0.19257 93.3 0 0.0 46.24 8.9 1007.3 194.0

41 H72 0.18517 93.3 0 0.0 46.24 8.6 981.5 181.7

42 H73 0.17805 93.3 0 0.0 46.24 8.2 955.7 170.2

43 H74 0.17120 93.3 0 0.0 46.24 7.9 929.9 159.2

44 H75 0.16461 93.3 0 0.0 46.24 7.6 904.2 148.8

45 H76 0.15828 93.3 0 0.0 46.24 7.3 878.4 139.0

46 H77 0.15219 93.3 0 0.0 46.24 7.0 852.6 129.8

47 H78 0.14634 93.3 0 0.0 46.24 6.8 826.8 121.0

48 H79 0.14071 93.3 0 0.0 46.24 6.5 801.0 112.7

49 H80 0.13530 93.3 -1,159 -156.9 46.24 6.3 775.3 104.9

50 H81 0.13010 93.3 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

51 H82 0.12509 93.3 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

52 H83 0.12028 93.3 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

53 H84 0.11566 93.3 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

54 H85 0.11121 93.3 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

55 H86 0.10693 93.3 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

56 H87 0.10282 93.3 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

19,029 21,877 2,312 955 70,199 33,292 ①

拡張便益 2,984 ②

総便益 36,276 ①+②

（参考） 修正便益 22,310 ③

36,276 百万円

22,832 百万円 B/C= 1.6 2.6

GDP
ﾃﾞﾌﾚｰﾀ

(参考）修正費用便益比

供

用

年

次

と

の

差

総便益B（①＋②）

総事業費C

年次
現在価値
割引率

修正B/C=(①+②+③)/C＝

便益

便益額 現在価値
維持管理費

費用

建設費

05001,0001,5002,0002,500

-2,000 -1,000 0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000

H12

H13

H14

H15

H16

H17

H18

H19

H20

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

H30

H31

H32

H33

H34

H35

H36

H37

H38

H39

H40

H41

H42

H43

H44

H45

H46

H47

H48

H49

H50

H51

H52

H53

H54

H55

H56

H57

H58

H59

H60

H61

H62

H63

H64

H65

H66

H67

H68

H69

H70

H71

H72

H73

H74

H75

H76

H77

H78

H79

H80

H81

H82

H83

H84

H85

H86

H87

費用(単純価値) 費用(現在価値化)

便益(単純価値) 便益(現在価値化)

事業費（百万円）

年便益額

現在価値化した年便

用地費

現在価値化した用地費
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費用対効果計算書【残事業B/C】　　 48

路線名：　106号 地区名：　宮古西道路 単位：百万円

費用 現在価値 費用 現在価値

-19 H12 1.94790 107.2 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

-18 H13 1.87298 105.7 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

-17 H14 1.80094 103.8 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

-16 H15 1.73168 102.3 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

-15 H16 1.66507 101.0 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

-14 H17 1.60103 99.6 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

-13 H18 1.53945 98.7 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

-12 H19 1.48024 97.6 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

-11 H20 1.42331 96.8 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

-10 H21 1.36857 95.6 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

-9 H22 1.31593 93.7 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

-8 H23 1.26532 92.1 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

-7 H24 1.21665 91.3 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

-6 H25 1.16986 91.1 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

-5 H26 1.12486 93.3 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

-4 H27 1.08160 93.3 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

-3 H28 1.04000 93.3 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

-2 H29 1.00000 93.3 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

-1 H30 0.96154 93.3 6,526 6,275.0 0 0.0 0.0 0.0

0 H31 0.92456 93.3 0 0.0 46.24 42.8 2024.3 1871.6

1 H32 0.88900 93.3 0 0.0 46.24 41.1 1998.7 1776.8

2 H33 0.85480 93.3 0 0.0 46.24 39.5 1973.1 1686.6

3 H34 0.82193 93.3 0 0.0 46.24 38.0 1947.5 1600.7

4 H35 0.79031 93.3 0 0.0 46.24 36.5 1921.9 1518.9

5 H36 0.75992 93.3 0 0.0 46.24 35.1 1896.3 1441.0

6 H37 0.73069 93.3 0 0.0 46.24 33.8 1870.7 1366.9

7 H38 0.70259 93.3 0 0.0 46.24 32.5 1845.1 1296.3

8 H39 0.67556 93.3 0 0.0 46.24 31.2 1819.5 1229.2

9 H40 0.64958 93.3 0 0.0 46.24 30.0 1793.9 1165.3

10 H41 0.62460 93.3 0 0.0 46.24 28.9 1768.3 1104.5

11 H42 0.60057 93.3 0 0.0 46.24 27.8 1755.0 1054.0

12 H43 0.57748 93.3 0 0.0 46.24 26.7 1729.2 998.6

13 H44 0.55526 93.3 0 0.0 46.24 25.7 1703.4 945.8

14 H45 0.53391 93.3 0 0.0 46.24 24.7 1677.7 895.7

15 H46 0.51337 93.3 0 0.0 46.24 23.7 1651.9 848.0

16 H47 0.49363 93.3 0 0.0 46.24 22.8 1626.1 802.7

17 H48 0.47464 93.3 0 0.0 46.24 21.9 1600.3 759.6

18 H49 0.45639 93.3 0 0.0 46.24 21.1 1574.5 718.6

19 H50 0.43883 93.3 0 0.0 46.24 20.3 1548.7 679.6

20 H51 0.42196 93.3 0 0.0 46.24 19.5 1523.0 642.6

21 H52 0.40573 93.3 0 0.0 46.24 18.8 1497.2 607.5

22 H53 0.39012 93.3 0 0.0 46.24 18.0 1471.4 574.0

23 H54 0.37512 93.3 0 0.0 46.24 17.3 1445.6 542.3

24 H55 0.36069 93.3 0 0.0 46.24 16.7 1419.8 512.1

25 H56 0.34682 93.3 0 0.0 46.24 16.0 1394.0 483.5

26 H57 0.33348 93.3 0 0.0 46.24 15.4 1368.3 456.3

27 H58 0.32065 93.3 0 0.0 46.24 14.8 1342.5 430.5

28 H59 0.30832 93.3 0 0.0 46.24 14.3 1316.7 406.0

29 H60 0.29646 93.3 0 0.0 46.24 13.7 1290.9 382.7

30 H61 0.28506 93.3 0 0.0 46.24 13.2 1265.1 360.6

31 H62 0.27409 93.3 0 0.0 46.24 12.7 1239.3 339.7

32 H63 0.26355 93.3 0 0.0 46.24 12.2 1213.6 319.8

33 H64 0.25342 93.3 0 0.0 46.24 11.7 1187.8 301.0

34 H65 0.24367 93.3 0 0.0 46.24 11.3 1162.0 283.1

35 H66 0.23430 93.3 0 0.0 46.24 10.8 1136.2 266.2

36 H67 0.22529 93.3 0 0.0 46.24 10.4 1110.4 250.2

37 H68 0.21662 93.3 0 0.0 46.24 10.0 1084.6 234.9

38 H69 0.20829 93.3 0 0.0 46.24 9.6 1058.9 220.6

39 H70 0.20028 93.3 0 0.0 46.24 9.3 1033.1 206.9

40 H71 0.19257 93.3 0 0.0 46.24 8.9 1007.3 194.0

41 H72 0.18517 93.3 0 0.0 46.24 8.6 981.5 181.7

42 H73 0.17805 93.3 0 0.0 46.24 8.2 955.7 170.2

43 H74 0.17120 93.3 0 0.0 46.24 7.9 929.9 159.2

44 H75 0.16461 93.3 0 0.0 46.24 7.6 904.2 148.8

45 H76 0.15828 93.3 0 0.0 46.24 7.3 878.4 139.0

46 H77 0.15219 93.3 0 0.0 46.24 7.0 852.6 129.8

47 H78 0.14634 93.3 0 0.0 46.24 6.8 826.8 121.0

48 H79 0.14071 93.3 0 0.0 46.24 6.5 801.0 112.7

49 H80 0.13530 93.3 0 0.0 46.24 6.3 775.3 104.9

50 H81 0.13010 93.3 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

51 H82 0.12509 93.3 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

52 H83 0.12028 93.3 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

53 H84 0.11566 93.3 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

54 H85 0.11121 93.3 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

55 H86 0.10693 93.3 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

56 H87 0.10282 93.3 0 0.0 0 0.0 0.0 0.0

6,526 6,275 2,312 955 70,199 33,292 ①

拡張便益 2,984 ②

総便益 36,276 ①+②

（参考） 修正便益 22,310 ③

36,276 百万円

7,230 百万円 B/C= 5.0 8.1

GDP
ﾃﾞﾌﾚｰﾀ

(参考）修正費用便益比

供

用

年

次

と

の

差

総便益B（①＋②）

総事業費C

年次
現在価値
割引率

修正B/C=(①+②+③)/C＝

便益

便益額 現在価値
維持管理費

費用

建設費

05001,0001,5002,0002,500

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000

H12

H13

H14

H15

H16

H17

H18

H19

H20

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

H30

H31

H32

H33

H34

H35

H36

H37

H38

H39

H40

H41

H42

H43

H44

H45

H46

H47

H48

H49

H50

H51

H52

H53

H54

H55

H56

H57

H58

H59

H60

H61

H62

H63

H64

H65

H66

H67

H68

H69

H70

H71

H72

H73

H74

H75

H76

H77

H78

H79

H80

H81

H82

H83

H84

H85

H86

H87

費用(単純価値) 費用(現在価値化)

便益(単純価値) 便益(現在価値化)

事業費（百万円）

年便益額

現在価値化した年便

用地費

現在価値化した用地費
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田野畑村  

岩泉町  

山田町  

宮古市  

大槌町  

釜石市  

住田町  

陸前高田市  

大船渡市  

一戸町  
九戸村  

軽米町  

二戸市  

野田村  

普代村  

洋野町  

久慈市  

滝沢市  

紫波町  

岩手町  

葛巻町  

雫石町  

八幡平市  

 

平泉町  

金ヶ崎町  

西和賀町  
遠野市  

一関市  

奥州市  

北上市  

花巻市  

 

盛岡市  

【宮古市】  
宮古西道路地域連携道路整備事業（ネットワーク形成型）  

【宮古市】  
閉伊川総合流域防災事業  

 
 

 
 
 

平成 29 年度大規模事業再評価地区 位置図 

 

 

資料 No.５ 

43



44



○開催日：平成29年7月18日(火)　
○対象案件
　
　① 総合流域防災事業（閉伊川　河川課）
　② 地域連携道路整備事業<ネットワーク形成型>（宮古西道路 道路建設課）

○行程
0:05 1:00 1:00

始 移動時間 着 9:30 移動時間 着 11:50 移動時間 着 13:00

0:15 2:15 0:10

一般道利用 一般道利用

発 9:15 発 9:35 発 12:50 発 14:00

0:40 0:05

移動時間
着 14:10

移動時間
着 17:05

移動時間
着 17:25

0:10 2:15 0:15

一般道利用 一般道利用

発 14:50 発 17:10 終

◎時間は現時点での目安であり、交通状況等により変更になる場合があります。

平成29年度大規模事業評価専門委員会　現地調査行程（案）

宮古市 盛岡駅【下車】

現地調査
盛岡駅(西口ﾊﾞｽ

ﾀｰﾐﾅﾙ付近)

昼食

（宮古市内）

宮古市

現地調査

閉伊川（近内川）

県庁

車庫前

出発

盛岡駅【乗車】

盛岡駅(西口ﾊﾞｽ
ﾀｰﾐﾅﾙ付近)

宮古西道路

県庁

帰庁
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